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調達要求番号：２８ＣＶ１ＡＶ００１４ 

陸 上 自 衛 隊 仕 様 書 

物品番号 491028509735 
仕様書番号 

８後支連－Ｖ０００７ 

中型車両用リフト６年定期点検 

作成 令和４年１２月１９日 

変更  

作成部隊名 第８後方支援連隊 

１ 総 則 

１．１ 適用範囲 

この仕様書は、第８後方支援連隊において実施する中型車両整備用オートリフト（以下、 

リフトという）の外注整備について規定する。 

１．２ 用語の定義 

この仕様書で用いる用語及び定義は、次によるほか、ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ５００００２の 

１．２による。 

１．２．１点検 

    点検とは、納入又は前回点検時から約３年を目安とした定期点検をいい、リフト製造会 

   社（以下、製造会社という）の定期点検要領（以下、要領書という）に基づき、リフトに 

   荷重をかけた状態で行う作動点検及びリフトに荷重をかけない始業点検とする。なお、点 

   検には、作動油の交換、油脂類の塗布及び除去（防錆処置）、各部位の清掃及び調整、定期 

   交換部品等（消耗品を含む）の交換（以下、定期作業という）を含むものとする。 

１．３ 品名、規格、数量及び場所等 

a) 品名 

中型車両用リフト６年定期点検 

b) 規格 

ＷＳＬ－ＰＳ１００  （ １０～１２ｔ）リフト 

c) 数量 

１機（ ｄ）の通り） 

d) 場所 

玖珠駐屯地（第３０１戦車直接支援中隊整備工場） 

１．４ 引用文書（法令等） 

この仕様書に引用する次の文書は、この仕様書に規定する範囲内において、この仕様書 

   の一部を成すものであり、入札書又は見積書の提出時における最新版とする。   

a) 規格                                       

ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書ｌ 

ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ５００００２ 陸上自衛隊一般外注整備共通仕様書 

b) 法令等 

リフト点検資格認定制度（社団法人 日本自動車機械工具協会）  
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２ 整備に関する要求等 

２．１ 一般的要求事項 

契約相手方は、リフトの点検を実施し、当該装備品の機能、性能及び安全性を確保する。 

   また、点検後にリフトの性能及び各操作に異常があってはならない。なお、点検は必ず社 

   団法人日本自動車機械工具協会が認定するリフト点検資格認定者を含む人員で実施するも 

   のとする。 

２．２ 整備の種類 

整備の種類は、点検とする。 

２．３ 整備の作業方式 

整備の作業方式は、ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ５００００２の２．３に示す標準・標準外作業方 

   式によるものとし、標準作業表は別紙第１に示すほか、契約の相手方は、標準外作業が必 

   要と判断した場合は、別紙第２に示す標準外作業見積書を担当者に提出し、承認を得るも 

   のとする。 

２．４ 点検基準 

点検基準は、要領書による。 

２．５ 整備実施場所 

１．３ ｄ）による。 

２．６ 部品・副資材 

部品及び副資材は、製造会社社内規格品又は同等以上の性能等を有し、リフトの性能及 

   び機能を損ねてはならない。なお、点検に必要な部品及び副資材は、契約の相手方が準備 

   するものとする。 

２．７ 塗装・防錆処置 

塗装・防錆処置は、商慣習による。 

２．８ 外観 

外観は、きず、割れ、まくれ、錆、取付部の緩み、塗装のはく離その他使用上有害な欠 

   陥があってはならない。 

２．９ 定期交換部品等 

a) 中型車両整備用オートリフトの交換部品等については、別紙第３に示すほか製造会社の要 

 領書による。  

b) 契約の相手方は、定期交換部品外に交換等が必要と判断した場合は、別紙第２に示す標準 

 外作業見積書を担当者に提出し、承認を得るものとする。 

３ その他 

３．１ 契約方の提出書類 

別紙第２による。 

３．２ 無償貸付品 

契約の相手方は、この仕様書に規定する点検を官側の車両を使用して実施する場合は、 

   別紙第２に示す無償貸付申請書により申請するものとする。 

３．３ 官側の支援 

点検を官側の車両を使用して実施する場合における車両の搬入及び搬出については、官 

側で支援する。なお、第１整備大隊及び第２整備大隊の各整備工場は、装備品及び操縦者 

   等を支援するものとする。 
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３．４ 交換部品の返納 

点検により交換した部品は、調達要領指定書により指定する場合を除き、ＧＬＴ－ＣＧ 

   －Ｚ５００００２の２．９．６に基づく別紙第５により返納するものとする。なお、返納 

   部品等は、官側（各駐屯地整備工場）の担当者が受領し、管理官と連絡・調整を実施する 

   ものとする。 

３．５ 保 証 

不良箇所（部位）の保証は、通常の使用で受領検査合格の日から１箇年とする。 

３．６ 履歴簿等への記載 

契約の相手方は、点検が終了した際、官側が保有するリフトの略式履歴簿へ年月日、作 

   業内容及び契約の相手方の名称を記入するものとする。 

   また、当該装備品の見えやすい箇所に年月日、作業内容及び契約の相手方の名称を記入し 

   たシール等を貼り付けるものとする。なお、シール等の規格については、商慣習による。 

３．７ 仕様書に関する疑義 

契約の相手方は、この仕様書に疑義が生じた場合は、官側の指示を受けるものとする。 

３．８ 駐屯地の立入り 

契約の相方の駐屯地への立入りについては、当該駐屯地の定めるところによる。 
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                                     別紙第１ 

 

標準作業表 

工程 作業内容 

１ 

 
作業前の問診 

点検に先立ち、対象器材の状況などを官側の管理責任者

に問診する。 

２ 再現テスト 
問診情報の再現テストを行う。 

なお、その場合、問診対応者の立会のうえ確認すること。 

３ 始業点検 

１ 動力源の点検 

２ 障害物（周囲）の点検 

３ 機材本体の外観の点検 

 なお、細部については、要領書による。 

４ 定期作業 

１ 油脂類の交換、給脂、塗布及び除去（防錆処置） 

２ 消耗品及び定期交換部品等の交換（ワイヤーロープ・ 

 ゴムパット等） 

３ 各部位の調整及び清掃 

４ 各装置の点検 

５ 車の入場 

１ リフトの位置確認及び調整 

２ アタッチメントの確認及び調整 

 なお、細部については、要領書による。 

６ 点検 

１ 安全装置の点検 

２ 駆動装置の点検 

３ 昇降装置の点検 

４ 操作装置の点検 

５ 配管部の点検 

６ その他の点検（供給源・排水及びゴミ・アタッチメ

ント等）なお、細部については、要領書による。ただ

し、点検において異常があった場合は、担当官にその

旨を申し出て指示を受ける。 

７ 車の退出 

１ リフトの位置確認及び調整 

２ アタッチメントの確認及び調整 

 なお、細部については、要領書による。 

８ 
定期点検記録表の 

確認 

定期点検記録表への記載漏れ及び点検内容に不備等がな

いかを確認する。 

９ 完成検査 官側の検査官が完成検査を受検する。 

１０ 
略式記録簿への記載

及びシールの塗布 

検査終了後、略式履歴簿へ必要事項を記載する。また、

当該装備品の見えやすい箇所にシールを貼る。 
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                     別紙第２ 

 

提出書類等 

名称 部数 注記 

作業工程表 

各１ 

－ 

無償貸付申請書※ ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１Ｋの 5.2.1 による 

製造会社の定期点検要領書 

（定期点検記録表を含む） 
－ 

標準外作業見積書※ － 

定期点検成績書 － 

交換部品証明書 － 

返納書 － 

品質保証書 － 

注* 必要に応じて提出する。 
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別紙第３ 

中型車両整備用オートリフト交換部品表 

 

 

一連 

番号 
品名 型 式（規格等） 単位 数量 

１ Ｏリング X32 1-2 式 2 

２ Ｏリング X32 1-8 式 2 

３ スクレーパ X32 1-9 式 2 

４ パッキン X32 1-10 式 2 

５ スチールボール X32 2-29 式 2 

６ 油面計 X32 8-10 式 2 

７ トロコイドポンプ X32 9-9 式 2 

８ 定流量弁ＡＳＳＹ X32 12-A-1 式 2 

９ 高圧ニップル X32 13-1 式 2 

１０ オスメスエルボ X32 13-2 式 2 

１１ ニップル X32 13-3 式 2 

１２ エルボ X32 13-4 式 2 

１３ カバーゴムＢ X32 13-5 式 2 

１４ サクションパイプ X32 13-6 式 2 

１５ リターンパイプ X32 13-7 式 2 

１６ カバーゴムＡ X32 13-8 式 2 

１７ リモコン用キャブタイヤコード２０ｍ X32 15-2 本 1 

１８ 作動油 ２００Ｌ  式 1 
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                                         別紙第４ 

 

                 交換部品等の返納要領 

 

１ 交換済部品等の返納要領について規定する。 

 

２ 一般的事項 

  契約相手方は、交換部品等を表１に示す区分に分類し、品目ごとに記入札に部品名、部品 

 番号、数量及び質量を記入する。また、それぞれ返納書を作成の上、検査官の承認を受けて、 

 官側（整備工場担任部隊）に返納する。 

 

                     表１ 

分類区分 適用範囲 処置事項 

使用可能品 

（程度区分１） 

新品 

（未使用品） 
受領時の程度に防錆処置などを施して、返納する。 

使用可能品 

（程度区分３） 

古品 

（交換済部品） 

使用不能品 

（程度区分５） 

回収指定品目の 

修理可能品 
清掃、洗浄を施して、返納する。 

使用不能品 

（程度区分７） 

回収指定品目の 

修理不能品 

契約相手方は、修理不能理由書を作成し、検査官の

確認を得た後、提出するものとする。 

くず 

 

回収指定品目以外の 

修理不能品及び廃油 
表２に示す区分により、返納する。 

 

                     表２ 

処置事項
鉄製品 １　金属類、廃油などは、個別仕様書により
鉛製品 　指定する場合を除き、契約担当官等の
銅製品 　指定する場所（補給処及び業務隊）に
黄銅製品 　返納する。
軽合金製品 ２　非金属類は、別にしていたものを除き、
銀製品 　返納しない。
鉄・非鉄金属混合製品 ３　金属・非金属混合類は、調達要求指定
木製品 　書により指定する場合を除き、返納する。
ゴム製品 ４　公害発生物、有害物質等を含むものに
繊維製品 　ついては、関係法令等に基づき、適切な
ガラス製品 　処置を行い返納する。
エボナイト製品
セルロイド製品
その他

金属・非金属混合類金属・非金属混合類
油類 廃油など

材質区分

金属類

非金属類

 


